
JP 2016-161777 A5 2018.4.5

10

20
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【部門区分】第６部門第２区分
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【公開番号】特開2016-161777(P2016-161777A)
【公開日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2015-40652(P2015-40652)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ｈ
   Ｇ０６Ｔ    5/00     ７２５　
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｌ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月20日(2018.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の表示装置は、入力画像を変形して表示部に表示させる表示装置であって、前記
入力画像の変形を行う画像変形部と、前記画像変形部から前記入力画像を変形した変形後
画像のデータが入力された場合に、前記変形後画像のデータを出力画像のデータとして出
力し、前記画像変形部から前記変形後画像のデータが入力されない場合に、前記変形後画
像の背景となる背景画像のデータを前記出力画像のデータとして出力する出力画像生成部
と、前記出力画像生成部から入力される前記出力画像のデータに基づいて、出力画像を構
成し、前記表示部に表示させる画像処理部と、を備えることを特徴とする。
　本発明によれば、画像の変形に伴う画像の表示画質の低下を抑制することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　次に、選択部２６３２は、出力画素と背景画素とを特定する（ステップＳ２３）。選択
部２６３２は、補正後画像Ｐ３上の４画素ａ，ｂ，ｃ，ｄで囲まれた範囲内にある整数画
素を出力画素として特定する。図１２（Ｂ）に示す４画素ａ，ｂ，ｃ，ｄで囲まれた画素
Ｆが出力画素Ｆとなる。また、選択部２６３２は、補正後画像Ｐ３上の４画素ａ，ｂ，ｃ
，ｄで囲まれなかった整数画素が存在する場合、この整数画素を背景領域に含まれる背景
画素として特定する。選択部２６３２は、背景画素に分類された補正後画像Ｐ３上の整数
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画素の座標（画素位置）を表す背景座標情報（位置情報）を生成する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図７】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】
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